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岐 阜 県 内 中 小 企 業 の 景 況 動 向  

中小企業団体情報連絡員７０名(うち７０名分の集計)の情報連絡票から 

令和８年７月末調査（前年同月比） 

岐阜県中小企業団体中央会 

〔Ⅰ〕７月の特色 

◆ 景況感ＤＩ値マイナス２６ 前月比横ばい 

◆ 販売価格ＤＩ値プラス３２ 前月比１０ポイントの改善 
収益状況ＤＩ値マイナス３３ 前月比６ポイントの改善 
～非製造業の販売価格ＤＩ値プラス３０ 前月比１２ポイントの改善、 
 収益状況ＤＩ値マイナス２７ 前月比９ポイントの改善～ 

  ◆ 販売価格ＤＩ値は前月比で改善したが、依然として原材料・資材価格の高騰、 
人件費の上昇に対する価格転嫁は十分に進んでいないとの声がある 

  ◆ 猛暑・酷暑による売上の増減や人出の減少などの影響や 
熊本地震による影響、今後の影響を懸念する声も寄せられている 

〔Ⅱ〕７月の概況 
当月の景気動向を前年同月比の景況感ＤＩ値で見ると、好転４、悪化３０で、ＤＩ値はマイナス  

２６となり、前月のＤＩ値マイナス２６に対し、±０ポイントの横ばいとなった。 

 業種別の景気動向を前年同月比の景況感ＤＩ値で見ると、製造業のＤＩ値はマイナス２８となり、

前月比３ポイントの改善、非製造業のＤＩ値はマイナス２４となり、前月比３ポイントの悪化となった。 

 なお、回答のあった７０業種のうち、前月調査より景況感が改善したとする業種は、製造業におい

ては、製麺、毛織物、縫製(既製服)の３業種（前月比＋１業種）であり、悪化したとする業種は、家

具、陶磁器(工業)の２業種（前月比－１業種）であった。 

また、非製造業において改善したとする業種は、中古自動車販売、自動車車体整備、電気工事の３

業種（前月比＋１業種）であり、悪化したとする業種は、水産物商業、高山旅館、旅行業、建築板金の

４業種（前月比＋３業種）であった。 

主要な調査項目を見ていくと、売上高ＤＩ値はマイナス１０で前月比１ポイントの改善、販売価格

ＤＩ値はプラス３２で前月比１０ポイントの改善、収益状況ＤＩ値はマイナス３３で前月比６ポイン

トの改善、資金繰りＤＩ値はマイナス２１で前月比±０ポイントの横ばい、雇用人員ＤＩ値はマイナ

ス５で前月比±０ポイントの横ばいとなった。 

コメントを見ると、製造業では、「今年は特に暑いため夏物商品が好調である。（麺類）」、「仕入品目

の内、輸入牛肉の高騰に伴い、牛肉だけでなく、代替消費の対象となる豚肉、鶏肉についても夏季の

供給減もあって高値で推移しており、仕入れ環境は更に悪化し、価格転嫁をせざるを得ない状況であ

る。夏休みの行楽シーズンであるが、猛暑の影響でバーベキュー食材の消費も思うように伸びていな

い。（食肉（国産））」、「資材の値上がりにより収益が悪化している。今後、最低賃金が上がり、さらに

収益が悪化する可能性があるため、加工賃の交渉が必要である。（撚糸）」、「熊本地震で日本製紙の八

代工場が壊滅的な被害を受けたため、印刷用紙の供給には今後、何らかの影響は出てくると思う。（印

刷）」といった内容が報告された。 

非製造業では、「受注停止の解除や納期未定の商品も少しではあるが入り始めており、徐々にではあ

るが改善されつつあるように思われる。熊本地震の影響を受けて自動車工場が停止するため、東海地

区の部品加工の生産にも大きな影響が出てくると考えられる。（機械・工具販売）」、「塗料の調達も２

カ月前よりは改善しているが、元に戻ったかといえばまだ程遠い状態である。鋼材費の高騰分は価格

転嫁できているが、副資材を含めた加工費は平行線を辿っている。（鉄構造物）」、「７月に入ってから

の猛暑により、日中の街歩きは減少しているように思える。小売店にとっては、値上げの波が収まら

ず、単純な価格転嫁も厳しい状況になっている。（高山市商店街）」、「熊本地震により、緊急輸送も行

われる中、被災した工場や企業の影響により国内商流の荷物の流れが悪くなっている。特に本州から

九州への輸送トラックの確保が困難になってきている。（貨物運送（岐阜地区））」といった内容が報告

された。 
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カッコ内は前月比増減ポイント 

＜主な調査項目での動向＞ 

売上高の動向は、前年同月比で増加２１、減少３１でＤＩ値はマイナス１０となり、前月のマイナス  
１１に対し、１ポイントの改善となった。 
 売上高が増加した業種は１５業種（前月比＋１業種）であり、製造業の製麺、家具、プラスチック、石
灰、鋳物、刃物等金属製品(輸出)、輸送用機器と、非製造業の電設資材卸、機械・工具販売、家電機器販
売、中古自動車販売、下呂温泉旅館、クリーニング、電気工事、軽運送である。 
 売上高が減少した業種は２２業種（前月比±０業種）であり、特に紙・紙加工品、サービス業、建設業の
区分で多かった。 
 

販売価格の動向は、前年同月比で上昇４０、低下８でＤＩ値はプラス３２となり、前月のプラス２２に
対し、１０ポイントの改善となった。 
販売価格が上昇した業種は２８業種（前月比＋５業種）であり、製造業の牛乳、食肉(国産)、ニット工

業、メンズアパレル、家具、東濃ひのき、機械すき和紙、紙加工品、プラスチック、陶磁器(工業)、タイ
ル、石灰、鋳物、可児工業団地と、非製造業の電設資材卸、陶磁器産地卸、機械・工具販売、水産物商業、
中古自動車販売、商店街(大垣)、商店街(高山)、自動車車体整備、下呂温泉旅館、高山旅館、クリーニン
グ、旅行業、電気工事、室内装飾である。 
販売価格が低下した業種は６業種（前月比－１業種）である。 

 

 収益状況の動向は、前年同月比で好転５、悪化３８でＤＩ値はマイナス３３となり、前月のマイナス  
３９に対し、６ポイントの改善となった。 
 収益状況が好転した業種は４業種（前月比＋２業種）であり、製造業の製麺、銘木と、非製造業の機械・
工具販売、中古自動車販売である。 
 収益状況が悪化した業種は２７業種（前月比－２業種）であり、特に食料品、紙・紙加工品、窯業・土
石、一般機械、小売業、サービス業、建設業の区分で多かった。 
 

 資金繰りの動向は、前年同月比で好転０、悪化２１でＤＩ値はマ
イナス２１となり、前月のマイナス２１に対し、±０ポイントの横
ばいとなった。 
 資金繰りが好転した業種は０業種（前月比±０業種）であった。 
 資金繰りが悪化した業種は１５業種（前月比±０業種）であり、
特に窯業・土石、一般機械、建設業の区分で多かった。 
 

 雇用人員の動向は、前年同月比で増加２、減少７でＤＩ値はマイ
ナス５となり、前月のマイナス５に対し、±０ポイントの横ばいと
なった。 
 雇用人員が増加した業種は２業種（前月比＋２業種）であり、製
造業の製麺、銘木である。 
雇用人員が減少した業種は５業種（前月比＋１業種）であった。 
 

売上高、販売価格、収益動向、資金繰り、雇用人員、景況動向 ＤＩ値の推移（前年同月比） 

７月次景況 

調 査 項 目 Ｄ Ｉ 値 

景 況  -２６ (±０) 

売 上 高  -１０ (１) 

販売価格  ３２ (１０) 

収益状況  -３３ (６) 

資金繰り  -２１ (±０) 

雇用人員  -５ (±０) 

-25
-16 -14

-9 -8 -10

-11 -11

-10

25
23 21

17
20

27
23 22

32

-28 -26
-30

-25
-27

-31 -30

-39

-33

-12
-7 -10

-12 -10 -11
-14 -21

-21

-7 -7
-10 -11

-10

-3
-7 -5

-5

-27
-22

-23
-19

-23
-27

-24
-26

-26

-50

-40

-30

-20

-10

0

10

20

30

40

7.1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 8.1 2 3 4 5 6 7

売上DI値 販売価格DI値 収益DI値 資金繰りDI値 雇用人員DI値 景況感DI値

（ＤＩ値）

（年月）

▲資金繰り

◆売上高

（ＤＩ値）

（年月）

（ＤＩ値）

（年月）

（ＤＩ値）

×収益状況

（年月）

■販売価格

○景況感

＊雇用人員



業
種
区
分

売
上
高

販
売
価
格

収
益
状
況

資
金
繰
り

雇
用
人
員

景
況
感

業
種
区
分

売
上
高
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益
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り

雇
用
人
員

景
況
感

― ○ ▲ ― ― ▲ 印刷 ▲ ― ▲ ▲ ― ▲

― ○ ▲ ― ― ▲ 化学ゴム ○ ○ ― ― ― ―

― ― ▲ ▲ ― ▲ ▲ ○ ▲ ▲ ― ▲

▲ ― ▲ ― ― ▲ ▲ ○ ▲ ▲ ― ▲

○ ― ○ ― ○ ○ ― ― ― ― ― ―

― ― ▲ ― ― ― ○ ○ ▲ ― ▲ ―

― ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ○ ― ― ― ― ○ ○ ― ― ― ○

▲ ― ― ▲ ― ▲ ○ ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

▲ ▲ ○ ― ○ ― ― ― ▲ ▲ ▲ ―

○ ○ ▲ ▲ ― ▲ ― ○ ― ― ― ―

― ○ ▲ ― ▲ ― ▲ ▲ ▲ ▲ ― ―

▲ ○ ▲ ― ― ▲
輸送用
機　器 ○ ― ― ― ― ―

― ― ▲ ― ― ▲

▲ ○ ▲ ― ― ▲

〔Ⅲ〕業種別(製造業・非製造業）動向 （７月末調査）

１．製造業

前年同月比 前年同月比

業　　種 業　　種

食
　
　
料
　
　
品

 牛乳  印刷

 食肉（国産）  プラスチック

 菓子

窯
　
業
・
土
　
石

 陶磁器（工業）

 米菓  タイル

 製麺  窯業原料

繊
　
維
・
同
　
製
　
品

 撚糸  石灰

 ニット工業  生コンクリート

 毛織物  砂利生産

 合成繊維織物  砕石生産

 メンズアパレル

鉄
鋼
・
金
属

 鋳物

 婦人・子供服  刃物等金属製品（輸出）

 縫製（既製服）  刃物等金属製品（内需）

木
材
・
木
製
品

 製材  メッキ

 銘木
一
般
機
械

 県金属工業団地

 家具  可児工業団地

 東濃ひのき  金型

紙
・
紙
加
工
品

 機械すき和紙  輸送用機器

 特殊紙

 紙加工品
○ ⇒ [増加]、[上昇]、[好転]
― ⇒ [不変]
▲ ⇒ [減少]、[下降]、[悪化]

凡
例
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感

○ ○ ― ― ― ― ○ ○ ― ― ― ▲

― ○ ― ― ― ― ▲ ▲ ▲ ― ― ―

○ ○ ○ ▲ ― ○ ▲ ○ ― ― ― ▲

▲ ▲ ▲ ― ― ▲ ▲ ― ― ― ― ―

▲ ○ ▲ ― ― ▲ ▲ ― ― ― ― ―

○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ▲ ▲ ▲ ― ▲

○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ―

▲ ▲ ▲ ▲ ― ▲ ○ ○ ▲ ▲ ▲ ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ▲ ― ― ― ▲ ▲ ― ▲

― ― ― ― ― ― ▲ ○ ▲ ― ― ―

― ○ ― ― ― ― ▲ ― ▲ ― ― ▲

▲ ○ ― ▲ ― ― ▲ ― ▲ ― ― ―

― ○ ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ▲ ― ― ― ― ―

○ ○ ― ― ― ―

▲ ○ ▲ ▲ ― ▲

２．非製造業

前年同月比 前年同月比

業　　種 業　　種

卸
売
業

 電設資材卸

サ
ー
ビ
ス
業

 クリーニング

 陶磁器産地卸  広告美術

 機械・工具販売  旅行業

小
　
　
売
　
　
業

 青果販売  理容・美容業

 水産物商業

建
　
　
設
　
　
業

 土木（岐阜地区）

 家電機器販売  土木（飛騨地区）

 メガネ販売  建築設計

 中古自動車販売  鉄構造物

 石油製品販売  電気工事

 共同店舗（飛騨）  管設備工事

 生花販売  建築板金

商
店
街

 商店街（岐阜）  室内装飾

 商店街（大垣）  木造建築

 商店街（高山）

運
輸
業

 貨物運送（岐阜地区）

サ
ー
ビ
ス
業

 自動車車体整備  軽運送

 長良川畔旅館  貨物運送（県内）

 下呂温泉旅館

 高山旅館

○ ⇒ [増加]、[上昇]、[好転]
― ⇒ [不変]
▲ ⇒ [減少]、[下降]、[悪化]

凡
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